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３Ｄレーザースキャナとは 

計測対象に触れることなく、地形や構造物の三次元データを 
取得可能なノンプリズムの計測機器です。 
 
従来の測量機での「単点」の測量・計測と違い、 
１秒間に数千～数十万点情報を高速・高精度に 
取得できるため、対象物を「面」的に計測でき、 
図化やモデリングはもちろん、新設・リニューアルの 
検討や維持管理等様々な分野で活躍しています。 



計測イメージ 

レーザースキャナの計測原理は、 
測定対象物にレーザーを照射して、距離と角度情報を取得し、 
３次元座標（XYZ）を取得するものです。 
 
１秒間に数千～数十万発のレーザーを 
発射するため、取得された３次元データは、 
点の集まりという意味で一般的には 
「点群データ」と呼ばれています。 
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レーザースキャナの用途 



①現地計測 

 

点群データの活用のワークフロー 

シュミレーション 

作図（3D) 

3次元CAD図 

3Dモデリング 

作図（2D) 

平面・立面図 

縦横断面図 

解 析 
②前処理（データ合成etc） 

③後処理（成果品作成） 

※ 目的に応じて、後処理に関する備品・ソフトウェアの準備が必要となります。 

スキャナで 

取得した 

点群データ 
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  プラント計測データの用途 

● 現地設備のアズビルト計測による現況状況の共有化 

 

● 配管・ダクト更新工事のルート計画と干渉確認 

 

● 図面の無いエリアでの効率的な設備の搬出入計画と干渉確認 

 

● 高所計測であったり、立入り・接触困難なエリアでの調査 

 

● 配管・サポート変位量の検証 

 

● 機器据付精度の検証 
 



  プラント計測のメリット 

● 短時間で高精度の計測が可能 

 

● 点群データを背景とする事により、モデル作成時間の削減が可能 

 

● 現況計測をする事で、プラント設備等の干渉チェックの効率化 

 

● パソコン上で現況の寸法確認が可能 

 

● 複数の点群データを合成し、パソコン上で自在な視点で検討可能 

 

● 設備に非接触で計測する為、設備への影響がない 

 

● 高所でも地上から計測可能な為、足場設置が不要 
 



計測事例  ～工場・プラント設備～  
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 計測事例②  ～点群データ＆モデリング～ 
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